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No.14Fujiki Shinya activity report

藤木しんや
参議院議員

活動報告
　10月3日より、会期69日間の第210回臨時国会が始まりました。
　農林水産大臣政務官として農林水産委員会などに参加するとともに、自民党の各種委員
会や部会を通じて、総合経済対策や令和4年度補正予算、次年度税制などに関する議論を
進めております。
　特に、私が長年主張してきた「食料安全保障の強化」について、総合経済対策（10月28日
閣議決定）には、「（前略）海外依存度の高い農産物や肥料の国内生産の拡大等による食料
安全保障等の強化を図る」と具体的に明記されるとともに、令和4年度第2次補正予算では
1,642億円を確保することができました。
　OECD農業大臣会合でも、増加する世界人口のために食料安全保障と栄養
を確保することの重要性が共有されました。厳しい財政状況下でも、国際社
会と歩調を合わせつつ、物価高・円安の影響に苦しむ日本の農家の皆さまに
必要な支援を引き続き検討してまいります。
　また、10月18日には基本法検証部会が開催され、食料・農業・農村基本
法の検証・見直しがスタートしました。中でも現在、フランスのエガリム2法
を参考に、小売業者に対して、農業者側から生産コストを反映させた農
産物価格を提案できる仕組みを調査しています。物価高騰対策に象徴
される一過性の緊急事業としてではなく、今後平時においても再生産可能
な適正農産物価格を消費者が理解した上で、公平に負担する社会の実現
を目指して取り組みを進めてまいります。

参議院議員

台風14号、15号および鳥インフルエンザについて
　台風14号、15号により被災された皆さまに心よりお見舞い申し
上げます。10月12日、13日に宮崎県と静岡県に駆けつけ、私自
身の熊本地震からの復旧経験談を踏まえ、現地の皆さまと激甚災
害指定に向けた対応策などを協議させて頂きました。なお、当災害
の激甚災害適用措置の指定の政令は10月28日に閣議決定、11
月2日公布・施行となりました。

　また、本年は異例のペースで鳥インフルエンザの感染（11月14
日時点、岡山県、北海道、香川県、茨城県、和歌山県、兵庫県）
が拡大しています。養鶏事業者の皆さまにお見舞い申し上げると
ともに、自治体関係者の皆さまのご尽力に敬意を表します。政務
官として、先日茨城県大井川知事と会談いたしましたが、今後も被
害を最小限に抑えるべく、防疫対策に全力で取り組んでまいります。

台風14号宮崎視察 台風15号JAしみず管内視察 茨城県大井川知事との会議



国政報告のご依頼・ご要請など
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専業農家出身の唯一の議員として
  農家・農業の未来のため全力で頑張ります

【所属委員会（参議院）】
農林水産委員会
東日本大震災復興特別委員会

【これまでの主な役職】
農林水産大臣政務官
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　中央政治大学院　副学院長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

藤木しんやプロフィール
参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

藤木しんやの
メッセージや活動などを
タイムリーに発信！
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全国の生産者・
JA役職員の

皆さまと意見交換

農林水産大臣
政務官としての
取り組み

JAいるま野大木組合長との対談

JAグループ茨城での国政報告

JA全中「国消国産秋まつり」へ参加

JAグループ福島との意見交換会

JA松本ハイランド青年部との
農政懇談会

全国たばこ耕作者組合長・
代表者会議に参加

群馬県JA畜産連絡協議会での
意見交換

JA全青協一斉要請

養蜂議連を開催

G20農業大臣会合

食料・農業・農村政策審議会 水産部会・水産総合調査合同会議

羽田空港検疫所視察
クラメルトWFP副事務局長との

意見交換

地理的表示登録証授与式
（近江日野産日野菜）

参議院農林水産委員会への参加石川･福井大雨被災地視察

日系研修生表敬訪問


